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１．目 的 

 食品の表示偽装問題等の多発により、消費者の食品に対する不安が高まり続けている。

これまで輸入品関連の問題が多かった経緯から、輸入品に対する不信感は特に強いようで

ある。トウガラシはキムチの原材料や健康食品等の加工品として利用が拡大されている中、

国内消費量の 95％以上を輸入に頼っている農産物である。そこで、表示を科学的に検証し、

食の信頼回復に貢献できる技術として、DNA マーカーを利用したトウガラシの品種判別技

術の開発を試みたので、その結果について報告する。 

 

２．方 法 

 供試材料には、辛味の強い品種を中心として日本在来品種、韓国系品種及びその他の地

域の品種として、第１表に示したトウガラシ 17 品種を用いた。幼苗の本葉から、多孔質

メンブレン方式の DNA 抽出法である Quick Gene（FUJIFILM 社製）を用いて DNA を抽出し

た。DNA 増幅は、変性を 95℃・1 分間、アニーリングを 60℃・1 分間、伸長を 72℃・1 分

間として 30 サイクル反復の PCR 反応により行った。トウガラシ連鎖地図から品種判別に

利用可能な７種類の DNA マーカーを選抜し、増幅のためのプライマーとして使用した。PCR

反応によって増幅した DNA 断片長は、ジェネティックアナライザー(ABI310)によって解析

した。 

 

３．結果および考察 

 ７種類の DNA マーカー（Sca01～07）を用いて PCR による増幅反応を行ったところ、全

てのマーカーにおいて、品種間での多型が確認される約 100～300bp の増幅 DNA 断片を検

出することができた。遺伝子座ごとのアリル数は、最少が Sca03、05 の４個、最多が Sca02、

06 の７個で、計 37 アリル、１

マーカーあたり平均 5.3 アリル

が検出された。これらの検出結

果を基に、17 品種全てを判別で

きる DNA マーカーの最少組合せ

を検討したところ、Sca01、02、

03、06 の４種類であることが明

らかとなった（第１表）。  

今後は、判別可能品種をさら

に拡大すると共に、乾燥粉末や

加工食品の原材料として使用さ

れているトウガラシへの適用に

ついて取り組む予定である。 
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第１表 トウガラシ17品種におけるDNAマーカーのサイズパターン

*

* DNAマーカーごとに、品種間で同じサイズを示したものを同じ英字で示した。

品 種 名
DNAマーカー
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